
 

資料７－２  

 

止々呂美・箕面森町地区における 

区域外旅客運送に関する協議事項整理資料 

 

１．本資料の位置づけ 

本資料は、議案書に掲げる協議事項①～④について判断に必要な考え方を整

理し、区域外旅客運送を既存公共交通の補完策として検討対象に位置づけるこ

との是非について確認を求めるものである。 

 

２．協議事項①（区域外旅客運送を実施することの是非） 

当該地区では一定の移動需要が存在する一方、営業区域制度の制約により制

度上選択できない移動が生じている。本件は営業区域の恒常的拡張を目的とす

るものではなく、既存公共交通では対応しきれない移動に限定的に対応する補

完策として整理するものである。以上を踏まえ、区域外旅客運送について、具

体的条件整理に進むことの是非を確認する。 

 

３．協議事項②（対象地域及び運行主体） 

対象地域は止々呂美地区および箕面森町地区とし、詳細は別紙位置図のとお

りとする。運行主体は、豊能郡交通圏内に営業所を有する 

・京都タクシー株式会社（ときわ台営業所） 

・日の丸ハイヤー株式会社（能勢営業所） 

を想定し、複数事業者体制により平常時および突発的需要への対応力を確保す

る。 

 

４．協議事項③（運用条件） 

区域外旅客運送は既存公共交通を補完する位置づけとし、競合や恒常的な利

用拡大を目的とするものではない。基幹的移動は引き続き路線バス等が担う。

運賃は各社の現行認可運賃を適用し、新たな運賃設定は行わない。運行方法等

の詳細は今後の地域公共交通会議で整理する。 

 

５．協議事項④（実施期間及び検証方法） 

実施期間は、令和８年５月１日から一年間とします。実施期間中は、運行状

況や利用実績、既存公共交通への影響等を把握し、実施結果を整理します。実

施結果については、整理ができ次第、地域公共交通会議に報告しその結果を踏

まえ、運用の見直しについて協議を行います。 

 

６．整理 

以上を踏まえ、本日は区域外旅客運送を補完策として検討対象に位置づけ、

具体的条件整理に進むことについて協議を求める。 
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